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県立図書館で読める 「水鳥記」、 「後水鳥記」

資料概要

酒合戦は飲酒の量を競い合う催事で、延喜 11（911）年の
亭子院酒合戦や、酒井雅楽頭の侍医、茨木春朔が酒豪の名を
はせた慶安元（1648）年の大師河原酒合戦などが知られる。
「千住の酒合戦」はそうした著名な酒戦の一つで、その有様を
伝える『後水鳥記』は、最盛期の江戸町人文化をよく伝えるも
のとしても興味深い。
千住の酒合戦は、文化 12（1815）年に、現在の足立区千住

の飛脚宿の隠居中屋六右衛門が還暦祝いの余興として約
100 人を招待して行ったもので、見分役として文人、例えば、
本県ゆかりでもある儒者・亀田鵬斎をはじめ、絵師の酒井抱
一、谷文晁らも招かれた。 酒の肴はからすみ、花塩、さざれ梅、
カニ、ウズラの焼き鳥など。酒は辛口で人気の伊予の「玉緑」。
柳橋の名妓が給仕する華やかな宴だったという。
予め申告した量までを飲む趣向で悪客も断るなど、合戦と

銘打つものの節度ある酒宴だったが、6升、7升も飲んだ猛者
もいた。
この酒宴を狂歌師の蜀山人こと大田南畝が戯文に仕上げ

たのが『後水鳥記』で、書名は当時多くの同時代人に読まれて
いた大師河原酒合戦顛末の仮名草子、『水鳥記』に因んでい
る。（いずれも「酒」の漢字を「氵」と「酉」とに解き、「水」と「鳥」
を充てた洒落。）
『後水鳥記』は、その刊行直後に著されたと考えられる図巻

『高陽闘飲巻』（高陽は酒豪のこと）など、流布本、別本も知ら
れており、本書は、現在に伝わる 22に及ぶ草稿、流布本、別本
を渉猟し、字句文言を詳細に比較検討することで、それぞれ
の系統や成立の経緯、推敲の過程と、『後水鳥記』の本来の姿
を明らかにしている。

あわせて、成立の契機となった酒合戦の様子はもちろん、
文人同士の交流、当時に流行した書画会や同好の士の集まり
「連」の様子など、文人を取り巻く当時のサロン的な雰囲気も
味わえる。
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